
新年あけましておめでとうございます。丹頂ガスの丹羽です。旧年中

は「たんちょう通信」をお読みくださり、また色々とお世話になりまし

て、誠にありがとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

昨年は「新型コロナウイルス」の影響下で、すっかりイベントや催し事

は全て延期やキャンセルとなり静かな一年間でした。今年こそは「東

京オリンピック」を是非とも開催していただきたいものです。もちろん、

コロナ禍がそう簡単に治まるとも思えませんが、観客動員数を制限し

てでも、個人的には開催して欲しいと願います。さて、年末の新聞記事には、「米製薬大

手ファイザーが、新型コロナウイルス感染症のワクチンを厚生労働省に承認申請、日本

政府は、１億２０００万回分の供給を受けることに合意している。」と掲載してありました。

「日本の人口が約1億２０００万人です。ワクチンの接種は1人当たり2回必要なので、全

国民の半分相当をファイザーから日本政府は購入する予定です。」２月下旬から早々に

ワクチンの接種が国内でも始まります。まずは医療従事者から、そして３月下旬には６５

歳以上の高齢者や介護福祉関係者から、その他の人たちは４月以降から接種開始が可

能になるとも掲載してありました。しかし国の動きとは反対に、世間では「ワクチンの副作

用が心配」だったり「臨床試験期間が短すぎる」などの声が多々上がっています。私も

同じく慎重派です。愛読している人間学を学ぶ月刊誌「致知１２月号」の特集で「ノー

ベル賞を受賞された大村 智教授」がインタビューで「ワクチン開発は早くて４,５年。

普通は１０年くらいかけて完全なものを開発するのです。だから、１年以内に開発を急ぐ

とはあり得ない。」と懸念されていました。特に興味深いところは、「日本人の致死率は

なぜ低いか」との質問に対して「日本人の日常生活での衛生状況が良いこと」や「和食

の有効性」について述べられていました。そして、大村 智教授が開発してノーベル賞を

受賞した「イベルメクチン」が今「新型コロナウイルスの治療薬」として大きな注目を集め

ていることです。「イベルメクチンが新型コロナウイルスの細胞レべルで増殖を阻害する」

という内容だったり「イベルメクチンによって著しく感染者の致死率が下がった」とする

データの話です。このイベルメクチンは40年前に開発されて、

とにかく値段が安くて副作用がないところが特徴です。

一錠が700円程度で、毎年何億人という人が飲むことができ、

医師や看護師の手を要しない安全な薬です。今年、新種のワク

チンを接種する前に、私個人的には安価で昔からある安心でき

る薬を飲む方を選びたいです。それよりもまずは、今年も「毎日

の正しい生活のリズム」と「ちゃんとした食生活」そして、夜は

「あったかいお風呂」に入って「免疫力」を高めていきたいです。

皆様もどうぞご自愛ください。改めて今年一年もどうぞよろしく

お願いいたします。
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